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吉
祥
院
天
満
宮
夏

季

大

祭

の

ご

案

内

拝
啓

残
暑
な
お
き
び
し
い
折
柄
、
皆
さ
ま
益
々
御
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
よ
り
、
古
祥
院
天
満
官
に
は
深
い
御
理
解
と
御
協
力
を
戴
き
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
来
た
為
人
月
二
十
五
獨
当
富
恒
鋼
の
夏
季
大
祭
な
ら
び
に
神
賑
行
事
を
左
記
の
通
り
執
行
い
た
し
ま
す
の
で
、

御
参
拝
Ｇ轡
観
覧
に
お
越
し
く
だ
さ
れ
ば
幸
墓
に
存
じ
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。
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電
話

〇
七
五
―
六
九

一
―
五
三
〇
三

民
子

・
彙
教
者
各
位

言ロ
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一
、
余
　
典
　
執
　
行

入
月
二
十
三
鋼員
本
）
午
二轟
十
轄
（約
五
〇
分
）

京
雀
会

一
、
日
本
舞
踊

・
吉
祥
院
音
頭
奉
納

入
月
二
十
三
日
（本
）
午
後
七
鋒
二

（」）分
（約
二
〇
分
）

若
栄
会
社
中

一
、
奉
　
納
　
轟ハ
　
斎
　
　
　
　
　
入
月
二
十
五
曝
（本
）
午
後
八
時
〈約
入
○
分
）

吉
祥
院
六
斎
保
存
会

一
、
学
童
絵
画
展
覧
会
　
　
　
　
　
入
月
二
十
三
圏
（本
）
午
導剛
九
時
～
午
後
八
時
（吉
祥
天
女
社
）

吉
祥
銑
・祥
豊
・神
栄
少
年
補
導
委
員
会

表
彰
式
は
二
十
五
圏
午
後
三
時
　
社
ユ駆
に
て

一
、
奈
時
社
頭
提
灯
献
燈
　
　
　
　
　
　
一
一十
四
・五
上
ハ
藤
中

社
殿
・舞
台
Ｇ境
内
各
所
に
三
〇
〇
澄
余

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の
お
願
い

人
と
の
距
議
が
確
保
で
き
ず
、
ま
た
会
議
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、

暑
い
時
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
マ
ス
ク
着
用

ｏ
消
毒
に
御
協
ヵ
願
い
ま
す
。
な
お
熱
中
症
に
は
十
分
ご
注
意
下
大
いヽ
。

お
願
い

〇
　
一
一十
五
日
夕
刻
は
境
向
が
混
雑
い
た
し
ま
す
の
で
、
充
分
御
注
壺思
願
い
ま
す
。

①
　
一
一十
五
日
は
境
内
・参
道
に
露
店
が
並
び
駐
車
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
車
で
の
街
参
拝
は
お
控
え
願
い
ま
す
。

○
　
縁
日
の
ゴ
ミ
の
分
別
収
集
に
ご
協
力
願
い
ま
す
（鏡
内
備
え
付
け
の
容
器
に
お
入
れ
く
だ
さ
い
）

お
正
月
み
こ
様
募
集
…
初
詣
の
お
客
様
に
応
対
し
て
頭
く
巫
女
様
の
募
集
を
し
て
お
り
ま
す
。
詳
細
は
吉
祥
院
天
満
富
社
務
所

に
お
蘭
合
せ
く
だ
さ
い
。

試
況
に
よ
り

一
部
行
事
の
変
更

傷
奉
上
の
場
合
予
ご
さ
い
ま
す
。

か
ぐ
ら
　
　
　
　
　
　
と
よ
さ
か
の
ま
い
　
　
　
み

　

こ

神
楽
奉
納

豊
栄
舞

（巫
女
舞
）

一
、
津
軽
三
味
線
　
夏
の
ご
縁

　
　

人
月
二
十
三
日
（本
）
午
後
六
時
（約
二
〇
分
）

十
月
九
日
（日
）午
後
一
時
～
二
時

夫
賛
祭
・湯
立
神
楽

夫
般
着
経
六
百
巻
転
読

ぜ
ん
ざ
い
の
お
接
待
は

状
況
午
お
十
上
の
場
合
至
」ざ
いま
す

人
贅
キ
本
納
費
付
中



吉
祥
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宮
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務
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今
和
四
年
夏
季
え
無

（夫
神
祭
）

電
話
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七

五
）

六
九

一
―

五

三
〇

二
番

夭
満
営
通
路
義
輪
恭
上
と
、
臨
時
駐
輪
場
ご
利
用
の
お
願
い

入
月
二
十
二
日
の
キ
後
六
時
事
項
に

「六
斎
」
の
道
具
運
搬
の
車
が
通
路
矢
印
の
方
向
へ
進
入
し
ま
す
。

ま
た
六
斎
終
了
後
の
午
後
九
時
半
頃
に
は
逆
方
向
に
出
て
行
き
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は

「六
斎
」
の
道
具
運
搬
車
の
通
行
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
の
で
こ
の
通
路
附
近
に
は
自
転
車
を

停
め
な
い
よ
う
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
京
都
府
南
警
察
署
か
ら
天
満
富
周
辺
道
路
上
の
駐
輸

（特
に
吉
祥
院
こ
ど
も
園
附
近
）
が
交
通
の
妨
げ
に

な
る
と
の
注
意
を
受
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
参
拝
の
皆
様
に
は
で
き
る
限
り
徒
歩
・
公
共
交
通
機
関
で
お
越
し

下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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◎舞殿東側神苑(地図○印で囲んだところ)を

臨時駐輸場にいたしましたので、ご利用下さい。

収容台数に限りがありますので、満車の場合は

あしからずご了承願います。
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